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第 1章　価値創造の源泉



買う喜び：Hondaの商品やサービスを通じて、お客様の満足にとどまらない、共鳴や
              感動を覚えていただくことです。

売る喜び：価値ある商品と心のこもった応対・サービスで得られたお客様との信頼
              関係により、販売やサービスに携わる人が、誇りと喜びを持つことができる
              ということです。

創る喜び：お客様や販売店様に喜んでいただくために、その期待を上回る価値の高い
              商品やサービスをつくり出すことです。

創業者である本田宗一郎と藤澤武夫が遺した企業哲学「Hondaフィ
ロソフィー」は、「基本理念（人間尊重と三つの喜び）」「社是」「運営方
針」で構成されています。Hondaフィロソフィーは、Hondaグループで働
く従業員一人ひとりの価値観として共有されているだけでなく、行動や
判断の基準となっており、まさに企業活動の基礎を成すものといえます。

Honda は「夢」を原動力とし、この価値観をベースにすべての企業活動
を通じて、世界中のお客様や社会と喜びと感動を分かちあうことで、「存
在を期待される企業」をめざして、チャレンジを続けていきます。

Hondaは、共通の目的の実現に向かってそれぞれが役割を担う個々人の集団です。その役割を果たす過程で、一人ひとりはその持て
る特性を発揮することが期待されています。企業のどんな成果も、こうした一人ひとりの努力の結果です。一人ひとりがその努力のゆえ
に尊重されなければなりません。また人間尊重は、Hondaグループを構成する人たちのみならず、わたしたちがビジネスを行う対象や
ともに仕事を進める人々や企業との関係についても、適用されるべき精神です。

Hondaの事業は、個人のモビリティを高め、価値ある商品や雇用機会を提供すると同時に、環境や地域社会に負の影響を与えます。
社会からの信頼をかち得るためには、社会への負の影響をできるだけ抑えながら、社会の求める商品や技術、サービスを提供していく
ことが必要です。「三つの喜び」の理念に基づき、変化してゆく社会の要求に誠実に応えていくことが、Hondaを真に「社会から存在を
認められ期待される企業」にするのだと信じます。

Hondaの成功をつくり上げてきたのは、共通の目的に向かって
ともに努力する仲間です。「わたしたち」という言葉は、企業を構
成する一人ひとりの重要性を認識して用いられています。

Hondaでは、全員がそれぞれの役割を持って企業活動に参画し
ています。一人ひとりが共通の目的の実現に向けて自ら考え主
体的に行動する個人であり、同時にお互いに研鑚し信頼しあう
仲間であることを「わたした
ち」という言葉は表しています。
そして「全力を尽くす」ことは
真の働く喜びにつながります。

わたしたちが求める「質の高い商品」は、安全・環境と性能の面
で最善の設計を行い、最も適切な原材料を使用し、最も生産性
の高い製造方法で生産され、お客様に喜ばれる販売とサービス
を行うという一連の企業活動によってつくられます。同時に、「適
正な価格」を実現するためには、商品の設計、製造、販売やその
ほかの事業活動すべての面で最高の効果・効率を追求しなけれ
ばなりません。「質の高い商
品」と「適正な価格」双方を満
足する新たな方法を見つける
ことから、真の改善が生まれま
す。

Hondaの仕事は商品を買ってくださるお客様が存在することに
よってのみ保障されます。したがって、世界各地のお客様一人ひ
とりの期待に応え、さらにはそれを上回るよう、わたしたちは全員、
それぞれの持ち場で最善の努力をしなければなりません。
また、お客様の具体的要望に応えるだけではなく、社会、文化、
生活様式など、時代の変化にも対応しなければなりません。
わたしたちは常に時代を先
取りし、お客様の潜在的要
望をいち早く捉える高感度
のアンテナを持ちます。

世界中の国々で事業を行うHondaでは、一人ひとりが常に世界
最高水準をめざして仕事の質を向上させ、世界各地域で異なる
特性に合わせ、お客様の期待を上回る商品やサービスの提供に
努めなければなりません。
一方、世界は、環境破壊・資源エネルギーの枯渇・食糧問題等、
地球規模での課題に直面しています。Hondaは、社会に対して
大きな負の影響を与えている
ことを認識し、地球規模的課
題解決に挑戦していきます。

社是

わたしたちは、地球的視野に立ち①、世界中の顧客の満足のために②、
質の高い商品を適正な価格で供給する③ことに全力を尽くす④ 。

①「地球的視野に立ち」 ②「世界中の顧客の満足のために」

③「質の高い商品を適正な価格で供給する」 ④「わたしたちは全力を尽くす」

自立：自立とは、既成概念にとらわれず自由に発想し、自らの信念にもとづき主体性を
        持って行動し、その結果について責任を持つことです。

平等：平等とは、お互いに個人の違いを認めあい尊重することです。また、意欲のある人
        には個人の属性（国籍、性別、学歴など）にかかわりなく、等しく機会が与えられる
        ことでもあります。

信頼：信頼とは、一人ひとりがお互いを認めあい、足らざるところを補いあい、誠意を尽く
        して自らの役割を果たすことから生まれます。Hondaは、ともに働く一人ひとりが
        常にお互いを信頼しあえる関係でありたいと考えます。

基本理念

自立

人間尊重

人間尊重

信頼平等

買う
喜び

三つの喜び

創る
喜び

売る
喜び

運営方針

・常に夢と若さを保つこと。
・理論とアイディアと時間を尊重すること。
・仕事を愛しコミュニケーションを大切にすること。
・調和のとれた仕事の流れをつくり上げること。
・不断の研究と努力を忘れないこと。

三つの喜び

Hondaフィロソフィー
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Hondaは創業以来、終始一貫「松明は自分の手でかかげてきた」企業です。
それはすなわち、まだ誰も歩いたことのない新しい道、
茨の生い茂る未踏の地を自らの手で切り拓き、
“大いなる志という松明”を赤々と燃やし、その松明を自分でかかげながら、
これからもHonda独自の道を進みたいと考えています。

世のため人のため、
自分たちが
何かできることはないか

創業者 本田宗一郎が語った、
「世のため人のため、自分たちが何かできることはないか」という志は、
言い換えれば夢をいかに高く持つか、
いかにその実現に向けて情熱を燃やし続けるかということ。
今後も、世の中の役に立ち、たくさんのステークホルダーの皆様と
喜びを共有するために、時代のニーズを先取りし、
独自の技術でモビリティ社会の発展に貢献することをめざします。

Hondaには、「各個人の能力に差はなく、
違いだけが存在する」という考え方があります。
したがって、個々の能力の優劣よりも、
各人が持てる力をいかに発揮するかということの方が重要。
組織として最大限の力を生み出すためには、
それぞれの個性を認めあい、
その持ち味を充分に発揮できるように努めることが
大切だと考えています。

常識にとらわれず、不可能だといわれることに向かっていく。
どんなに困難でも、自らの想いを達成するために挑戦を続けてきました。

差ではなく違いを活かせ

やるからには一番困難な道を行く

Hondaの歴史のなかで、脈々と受け継がれる信念と、語り継がれる言葉たち。
松明は自分の手で

語り継がれる言葉たち

Honda Report 2022
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本田技研工業株式会社設立

1948 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2022

1948年
従業員 34人でスタート

1960年
5,000人超

1966年
1万人超

1996年
10万人超

2006年
15万人超

2014年
20万人超1978年度

連結売上高
1兆円超

1996年度
連結売上高

5兆円超

2006年度
連結売上高
10兆円超

2017年度
連結売上高
15兆円超

サンフランシスコ講和条約締結以前、敗戦国の日本はまだ連合国軍の占領下に
あった。食料不足、飢えの時代が続いており、戦前より劣悪になっていた日本の
交通事情のなかでは、大衆の足は自転車であり、山のような荷物を積んで働く運
搬道具でもあった。

【時代背景】

旧陸軍が所有していた無線機の発電用エンジンと出会った本田宗一郎は、それ
を自転車用補助エンジンにつくり変えて販売、その後自社製エンジンを開発して
製品化した。これ以降、個性的なアイディアをかたちにして、思い切ったデザインや
誰も真似できない世界初の製品を創るという志で邁進、スーパーカブの大ヒット
を生む。

【Hondaの取り組み】

1948～1960年
創業

～「これができたら、みんな喜ぶだろうなぁ」～

インターネットで世界がつながり、デジタル化、モバイル化が進行。政治的にも社
会的にもグローバリゼーションが進展している。米国同時多発テロやイラク戦争、
リーマンショックも経て、相対的に新興国が台頭。企業へはSDGsへの取り組みを
含め、環境・社会課題の解決への期待が寄せられている。

【時代背景】

世界中のお客様のニーズに応えるべく、中国本部、南米本部を加えた6極体制で
事業を展開する。環境と安全のトップランナーとして、低公害、低燃費、安全を技
術で支える商品を世界中のお客様に提供する。100年に一度の大変革期におい
て、さらに新たな価値創出をめざす。

【Hondaの取り組み】

2000年～現在
存在を期待される企業へ

～すべての人に生活の可能性が拡がる喜びを～

世界中でモータリゼーションが進むなか、1955年に通産省から「国民車構想」が
発表され、国内でも加速した。一方、産業保護の観点から1961年に特振法案が
発表された（四輪事業新規参入制限、のち廃案）。排気ガスによる公害問題も浮
上し、米国では1970年にマスキー法が可決された。

【時代背景】

自由競争であるべきという考えのもと、特振法制定に備え、四輪事業への進出を加
速した。1972年には低公害CVCCエンジンを発表し、最も厳しいとされた米国マス
キー法を世界で初めてクリアした。
世界一であって初めて日本一が成り得るとして、世界一の性能とお客様視点での商
品づくりをめざして世界各国に販売網・生産拠点を築き国際競争力を強化した。

【Hondaの取り組み】

1960～1980年
めざせ世界一

～世界中のお客様へ喜びを提供～

世界的にITをはじめとする技術の向上・浸透が進むなか、1970年代以降、自
動車業界でもエレクトロニクス技術が急速に発達した。技術の進歩の反面、自
然環境の悪化、交通渋滞、交通事故の多発、欠陥車問題の発生など社会課
題が顕在化する。

【時代背景】

エレクトロニクス技術によって進化する自動車の姿を描き、未来を見据えた電
装戦略を立案し、新たな価値を創出した（ナビゲーションシステムなど）。フラン
ツシステムなど社会課題に配慮した製品を提供する一方で、F1での活躍や高
い性能とデザイン性を活かしたお客様にとって魅力ある商品も積極的に展開
した。

【Hondaの取り組み】

1980～2000年
新たな技術への挑戦

～夢とテクノロジー、魅力的な商品の展開～

チャレンジを
象徴する
技術や製品

人
・
社会

主な
できごと

もの
づくり

1984年
5万人超 連結売上高

連結従業員数

   1953 120%の良品をめざせ

   1951 三つの喜び

   1952 白い作業着採用

   1960 「わたしの記録」開始

   1953 汎用事業（パワープロダクツ）開始

   1954 マン島TTレース出場宣言

   1959 北米進出

   1962 鈴鹿サーキット完成

   1976 ホンダ・テックマチック・システム（運転補助装置）

   1982 日本初 フランツシステム車

   1978 「ふるさとの森」 づくり運動開始

   1981 ホンダ太陽設立

   1978 ホンダ・オブ・アメリカ・マニュファクチュアリング設立

   1989 VTECエンジン

   1976 熊本製作所設立

   1975 モトホンダ・ ダ・アマゾニア設立

   1990 フレックスタイム・育児休業制度導入

   1992 ホンダ・カーズ・マニュファクチュアリング（タイランド）設立

   1992 Honda環境宣言

   1997 ツインリンクもてぎ（現モビリティリゾートもてぎ）完成

   2003 世界初追突軽減ブレーキ

   2004 世界6極体制構築

   2006 ビーチクリーン活動開始

   2022 Honda 人権方針策定

   2013 埼玉製作所寄居工場設立

成長の軌跡

2020
Honda e

1981
ナビゲーションシステム

1987
エアバックシステム

1973
CIVIC・CVCC 

2015
Honda Jet

2000
ASIMO

1953
H型エンジン

1963
T360

1964
F1参戦 

   1972 低公害CVCCエンジン発表

1958
スーパーカブC100

1947
自転車用補助エンジン

1990
オールアルミモノコックボディ

2002
FCX（燃料電池）

   1960 鈴鹿製作所設立

   1960 本田技術研究所設立

   1963 四輪事業進出開始

   1970 公害対策本部設置

   1970 安全運転普及本部設置

～「夢」と「時代の要求」に応える。Hondaのチャレンジの軌跡～

   1999 インサイト発売

WEB 「語り継ぎたいこと」https://www.honda.co.jp/50years-history/
Hondaの歴史の詳細を知りたい方は
こちらをご参照ください。

Hondaは、「夢」を原動力にそれぞれの「時代」の要求に応えながら、四輪、二輪、パワープロダクツ、航空機および航空機
エンジン、ロボット技術などの各分野で独創的な技術やアイディアでチャレンジを重ね、世界中の人々の暮らしに役立つ 
商品を生み出してきました。

Honda Report 2022
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e:NP1 e:NS1

CG160 TITAN

HRX476XB

CR-V

Hondaは、「自由な移動の喜び」を叶えるトータルモビリティカンパニーとして、四輪・二輪・パワープロダクツ・航空機および航空機
エンジン・ロボット技術の各分野で独創的なものづくりを実践。技術・ノウハウを連携することで、未来の可能性を切り拓く次世代モビ
リティや人々の暮らしに役立つ製品を生み出し続けています。

Honda のビジネス

「大事なことは、グローバルという道の先にある。」という思想のもと、1950年代に二輪車の輸出を始めて以降、Hondaは海外展開
を進めてきました。現在では、日本・北米・南米・アジア /大洋州・欧州 /アフリカ中東・中国の 6つの地域に地域本部を構え、世界
中のお客様に製品・サービスを提供しています。

グローバル展開

【地域統括会社】
アジアホンダモーターカンパニー・リミテッド
※主要国 タイ、インドネシア、インド、ベトナム等

二輪 四輪 パワー
プロダクツ

1,078

461

13,490

（千台）

アジア
大洋州

Click160（タイ）

【地域統括会社】
ホンダモーターヨーロッパ・リミテッド

二輪 四輪 パワー
プロダクツ

1,249

127
435

（千台）

欧州
アフリカ
中東

【地域統括会社】
アメリカンホンダモーターカンパニー・
インコーポレーテッド

二輪 四輪 パワー
プロダクツ

2,739

1,587

428

（千台）

北米

【地域統括会社】ホンダサウスアメリカ・リミターダ

二輪 四輪 パワー
プロダクツ

13186

1,284

（千台）

南米

2021年度
世界販売実績 2,730万台

（2021年4月1日～2022年3月31日）

204,035名
（2022年3月31日 現在）

406社
（2022年3月31日 現在）

連結従業員数

Honda
グループ会社数

CIVIC

【地域統括会社】本田技研工業株式会社

二輪 四輪 パワー
プロダクツ

352
572

200

（千台）

日本

【地域統括会社】本田技研工業(中国)投資有限公司

二輪 四輪 パワー
プロダクツ

648

1,527

1,142

（千台）

中国

Hondaのビジネス
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Hondaは、1948年の創業以来、

「人や社会の役に立ちたい」
「人々の生活の可能性を拡げたい」 
という想いを原点に、自らの持つ技術・アイディア・デザインで、

幅広いモビリティやパワーユニットを通じて、人々に行動する「パワー」を提供し、

移動と暮らしの進化に貢献する価値提供を続けています。

「2030年ビジョン」では、

「すべての人に、
『生活の可能性が拡がる喜び』を提供する」
というステートメントを掲げています。

そして、この想いを共有して、

従業員一人ひとりの取り組みが、
Hondaブランドを創ってきました。
根幹にあるのは、Hondaフィロソフィーです。

その基本理念である「人間尊重」と「三つの喜び」は、

わたしたちにとって単なる「言葉」ではなく、一人ひとりの価値観として共有され、

行動や判断の基準となっています。

この積み重ねこそが、ブランドの財産に他なりません。これからもHondaは、

意志をもって動き出そうとしている
世界中すべての人を支えるパワーとなることで、
 人々の可能性を拡げていきたいと考えており、その活動をリードする旗印として、

Hondaブランドの強化を進めていきます。

Hondaブランド

Honda Report 2022
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